
令和５年度公共事業再評価調書 担当課名　道路整備課
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28 工事着手年度 元

(1)事業目的

(2)事業内容

(1)事業を巡る社会経済情勢等の変化

(2)事業の投資効果

(3)事業の進捗状況（令和5年度末見込み）

評価

評価

(1)対応方針（案）

本事業を（　継続　・　見直し後継続　・　中止　）する。

(2)理由

令和 年度

資料2(様式１)

番号

事　業　名 道路改良事業 事業主体 静　岡　県

事　　業 　一般国道473号は、大井川の中下流域において南北軸を形成し、地域の交流や産業を支
える重要な幹線道路である。本事業は、新東名高速道路島田金谷ICと一般国道１号大代
ICを結ぶ延長1.4kmの区間について、交通の円滑化や企業活動の支援、観光振興の支援を
目的として４車線化拡幅を実施する。

再評価理由 再評価実施(H30)後５年間が経過した時点で継続中

箇　所　名 一般国道473号　大代拡幅
おおじろかくふく

関係市町 島田市

事業採択年度 平成 年度 計画期間 平成26年度　～　令和12年度

用地着手年度 平成 年度

全体事業費
百万円 投資状況

（百万円）

～R3年度 R4年度 計

4,000 1,714 87 17 1,818

R5年度見込

必要性等

継続が妥当　・　視点３による見直し後継続が妥当　・　継続は妥当ではない

【視点２】 　令和元年度より本格的な道路工事に着手しており、大型補償物件を契約するなど、事
業も順調に進捗していることから、計画期間内の完成が見込まれる。

継続が妥当　・　視点３による見直し後継続が妥当　・　継続は妥当ではない

【視点３】 （コスト縮減について）
　新技術・新工法の活用、建設発生土の現場内での有効活用や他工事への流用、２次製
品の採用を積極的に検討し、コスト縮減を図っていく。新たなコスト縮減・代

替案立案等の可能性

対応方針
(案)

今　後　の
事業の進捗
の見込み

　○現時点（R5）での費用便益分析結果：B/C=1.5、EIRR=5.9％
　　・総便益（B）　57.10億円
　　（走行時間短縮便益　62.57億円、走行経費減少便益　-5.39億円、
　　　交通事故減少便益　-0.07億円）
　　・総費用（C）　37.46億円
　　（建設投資額　37.48億円、維持管理費　0.55億円、用地残存価値　0.57億円）

　○見込まれる効果
　　・交通の円滑化
　　　道路ネットワークの強化や通学路の安全性の向上が期待される。
　　・企業誘致・活動の支援
　　　産業拠点へのアクセスが向上し、新たな進出企業の増加が期待される。
　　・観光振興の支援
　　　周辺観光施設へのアクセスが向上し、観光産業の活性化が期待される。

　【事業費】　：45.5％（1,818百万円/4,000百万円）
　【事業量】　：   0％（0ｍ/1,400ｍ）
　【用地取得】：75.5％（8,635ｍ2/11,444ｍ2）

　・事業は順調に進んでおり、早期完成を目指して事業を進めるものである。

　本事業は、新東名高速道路島田金谷ICと国道１号大代ICを結び、規格の高い道路と一
体となった道路ネットワーク強化による交通の円滑化を図るものである。
　近年、近隣の交流拠点が開業するなど、事業の必要性が一層高まっている。事業の投
資効果も見込まれ、用地取得が７割に達するなど、今後の事業の進捗が見込めることか
ら、事業を継続する。

概　　要 計画概要：延長1,400ｍ
　　　　　計画幅員　車道13.0ｍ（全幅25.0ｍ）4車線

【視点１】

　・令和2年11月に賑わい交流拠点である「KADODE OOIGAWA」が開業した。
　・令和2年12月に新東名高速道路御殿場JCT～浜松いなさJCT間が6車線化された。
　・令和6年度に国道1号島田金谷バイパス（旗指IC～大代IC）、金谷相良道路Ⅱ期
　　工区（国道１号～倉沢IC）の開通が予定されている。事　業　の
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総括表

Ⅰ） 億円

Ⅱ） 億円

Ⅲ）

Ⅳ） ％

Ⅰ） 総便益Ｂの算出

①各種費用のR22
※1

の便益

・「走行時間短縮便益」：道路整備による走行時間短縮を賃金率等で金銭評価

・「走行経費減少便益」：道路整備による走行に係る経費（燃料費、タイヤ・チューブ費等）が減少する評価

・「走行事故減少便益」：道路整備により交通事故件数が減少し事故の社会費用が減少する評価

・表示桁数の関係で、計算値と一致しないことがある。

※1　交通需要推計の適用年次

※2　事故減少便益は「費用便益分析マニュアル（国土交通省）」の算定式により算出しており、条件によっては

     マイナス値になることもあるが、交通事故増加に繋がるものではない。

②総便益の算出

　供用後50年間を評価期間としているため基準年の年間経費に各年の割引率をかけ、便益を算出し、

　当該道路を整備しなかった場合とした場合の差を求め、総便益とする。

…Ｂ

Ⅱ） 総費用Ｃの算出

［総費用］＝[建設投資額]＋[維持管理費]－[用地費の残存価値]

…Ｃ

・「建設投資額」：建設費用を算出基準年次の価値で評価するために、事業費の各年次ごとに割引率をかけ、合計したもの。

・「維持管理費」：整備延長に対する年間維持管理費用に割引率をかけ、供用後50年間を合計したもの。

・「用地費の残存価値」：検討期間後の残存価値を現在価値化したもの。

・表示桁数の関係で、計算値と一致しないことがある。

　　一般国道４７３号　大代拡幅
　　　（「費用便益分析マニュアル」国土交通省　道路局　都市局　令和４年２月）

総便益　Ｂ 57.10

   総便益＝［評価期間内に当該路線を整備しなかった場合に発生する経費］
　　　　　　　　　　　　　　　　　－［評価期間内に当該路線を整備した場合に発生する経費］

総費用　Ｃ 37.46

走行時間費用
(億円/年)

走行費用
(億円/年)

交通事故損失額
(億円/年)

合計
(億円/年)

   総費用＝［当該計画道路の建設投資額］＋［当該計画道路の検討期間内に必要となる維持管理費］

費用便益比　Ｂ/Ｃ 1.52

経済的内部収益率　ＥＩＲＲ 5.9

　b.整備した場合 1839.29 529.94 38.80 2408.02

　a.整備しなかった場合 1843.36 529.59 38.80 2411.75

走行時間短縮便益 走行経費減少便益 事故減少便益※2

　便益（a-b） 4.07 -0.34 0.00 3.73

総便益（R12～R62） 62.57 -5.39 -0.07 57.10

走行時間短縮
便益(億円)

走行経費減少
便益(億円)

交通事故減少
便益(億円)

総費用
(億円)

37.46

事業費
(億円)

建設投資額
(億円)

年間維持管理費
(万円/年)

維持管理費
(億円)

用地残存価値
(億円)

総費用
(億円)

40.00 37.48 34 0.55 0.57
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事業箇所位置図

出典：地理院地図

Ｎ

【評価区間】
一般国道473号
大代拡幅
延長1.4ｋｍ

一般国道473号金谷相良道路Ⅱ
（新設︓事業中）

島田市

菊川市

掛川市

藤枝市

大代IC菊川IC

倉沢IC

至 御前崎市

至
静
岡
市

至
磐
田
市

至 川根本町

島田金谷IC

至
磐
田
市

至 静岡市

事業中(他事業)

高速道路

国 道

事業中

一級河川
大井川

一級河川
大井川

富士山
静岡空港

相良牧之原IC

事業概要

標準横断面図

・事業期間 ：平成26年度～令和12年度

・事業区間 ：延長1.4km

・道路幅員 ：車道13.0m（全幅25.0m）

・車線数 ：４車線

・全体事業費 ：4,000百万円

一般国道473号
大代拡幅
延長1.4km

大代IC

島田金谷IC

Ｎ

事業中

高速道路

国 道

出典：地理院地図

25.0

4.5

0.5

3.25 3.25 2.0 3.25 3.25

0.5

4.5

一般国道473号は、大井川の中下流域において
南北軸を形成し、地域の交流や産業を支える重

要な幹線道路である。

本事業は、新東名高速道路島田金谷ICと一般
国道１号大代ICを結ぶ延長1.4kmの区間について、

交通の円滑化や企業活動の支援、観光振興の支
援を目的として、４車線化拡幅を実施する。

至 牧之原市

島田市

至 掛川市

至
藤
枝
市

至
藤
枝
市

至
掛
川
市

至 川根本町

写真① 写真②

至 牧之原市

２

至 牧之原市
R4.12撮影R4.12撮影

事 業 内 容

8,788台/日［現況交通量(H27センサス)］

20,800台/日［計画交通量(R22推計値)］

事 業 概 要
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事業の投資効果
① 交通の円滑化（規格の高い道路と一体となった道路ネットワーク強化）

・本事業を整備することで、高規格幹線道路や空港等へのアクセスが向上し、道路ネットワークの強化
が期待される。

13.6 12.0 

0

5
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15

20

整備前 整備後

所
要
時
間(
分)

島田金谷IC

倉沢IC

整備前ルート

整備後ルート

大代IC

菊川IC

一般国道473号

大代拡幅

延長1.4km

一般国道473号

金谷相良道路Ⅱ

(事業中)

国道1号島田金谷BP

旗指IC～大代IC

4車線化(R6年度開通予定)

１９分

１２分

１４分

１２分

産業集積地

Ｎ

旗指IC

■所要時間
（島田金谷IC～島田市内産業集積地）

出典：整備前）NAVITIME JAPAN 道路プロファイラー（R4.11）
整備後）R22将来交通量推計結果

（H27現況－R22将来）×整備前データ出典：地理院地図
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■所要時間
（島田金谷IC～富士山静岡空港）

旅行速度：32.0km/h 旅行速度：36.1km/h

旅行速度：36.0km/h 旅行速度：56.6km/h

高速道路

国 道

菊川市

島田市

牧之原市

富士山
静岡空港

事業の投資効果
① 交通の円滑化（安全性の向上）

・事業区間周辺の生活道路において、幹線道路の混雑を回避した通過交通が課題となっている。
・本事業を整備することで、通過交通が転換されるため、生活道路の安全性の向上が期待される。
併せて、歩道が設置されることで、通学路の安全性向上が期待される。

Ｎ
至 川根本町

至 牧之原市

■周辺の生活道路の様子

一般国道473号
大代拡幅
延長1.4km

出典：地理院地図

通学路

市宅地造成部署の声

至
島
田
市
街

至 藤枝市

至
掛
川
市

至 掛川市

高速道路

事業中

国 道

島田金谷IC

写真①

通勤時間帯に住宅街の
道路が抜け道として利用さ
れ、問題となっております。

２

大代IC

通 過 交 通

五谷小学校 写真②
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事業の投資効果
② 企業誘致・活動の支援（産業拠点へのアクセス向上）

・周辺工業用地に進出した企業が操業を開始した。
・本事業を整備することで、産業拠点へのアクセスが向上し、新たな進出企業の増加が期待される。

市企業誘致部署の声

物流や通勤者の円滑な交通環境が
確保されることで、工業用地としての魅
力が高まることを期待しています。
本事業を含む地域は、島田市が目
指す「稼ぐ拠点」として地域経済をリー
ドし、その効果を市内全域に波及させ
たいと考えています。

島田駅

島田金谷IC

産業集積地

※島田市、牧之原市、焼津市、藤枝市、吉田町、川根本町
出典：工業統計 (平成25年～令和元年)

経済センサス活動調査(令和2年)

Ｎ

出典：地理院地図

■製造品出荷額の推移

国道1号島田金谷BP

旗指IC～大代IC

4車線化(R6年度開通予定)

208 220
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（
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）

■ふじのくにフロンティア推進区域の
企業進出状況

企 業 時 期

金属プレス加工 R4.2操業開始

自動車部品 R5操業開始予定

ペット用品 R5操業開始予定

旗指IC

大代IC

高速道路

事業中

国 道

工業用地

コ
ロ
ナ
禍

一般国道473号

大代拡幅

延長1.4km

ふじのくにフロンティア推進区域

至
島
田
市
街

至 藤枝市

至
掛
川
市

962
1,132

961
1,054 1,129 1,162 1,212 1,288

1,182 1,173 1,110

503
629
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観
光

交
流

客
数

（
万

人
）

島田金谷IC

島田市

Ｎ

事業の投資効果
③ 観光振興の支援（賑わい交流拠点へのアクセス向上）

・本事業を整備することで、公民連携による賑わい交流拠点や周辺観光施設へのアクセスが向上し、
観光産業の活性化が期待される。

出典：平成21年度～令和3年度 静岡県観光交流の動向

■観光交流客数の推移（西駿河・奥大井地域）

■賑わい交流拠点 KADODE OOIGAWA

出典：島田市観光協会

賑わい交流拠点の声

規格の高い道路や空港へのアクセスがよくなることで、集客力
の向上やそれに伴う開発が進むことを期待しています。
また、島田金谷IC周辺が交通結節点として、川根エリアへ向
けた観光・産業の拠点として賑わうことを期待しています。

KADODE OOIGAWA

出典：島田市公式ホームページ

■蓬莱橋

蓬莱橋

千頭駅（大井川鐡道のSL）

ばらの丘公園

寸又峡温泉
夢のつり橋

川根温泉

塩郷の吊橋

道の駅フォーレなかかわね茶茗舘

出典：地理院地図、島田市観光協会HP

コロナ禍

ふじのくに
茶の都ミュージアム

島田市博物館

田代の郷温泉
島田ゆめ・みらいパーク

諏訪原城跡

※島田市、焼津市、藤枝市、牧之原市、吉田町、川根本町

富士山
静岡空港

一般国道473号
大代拡幅
延長1.4km
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前回からの変更点・理由

前回（H30） 今回（R5） 主な変更理由

①事業期間 H26～R9
H26～R12
（＋3年）

・補償内容に係る地権者との交渉
に想定以上の時間を要したため

②全体事業費 3,500百万円
4,000百万円

（＋500百万円）
・労務費、材料費等が上昇したた
め

事業を巡る社会情勢等の変化
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